
日　　時

会場名 　（　Ａ　） コート

24 ― 16
28 ― 17
29 ― 11
31 ― 9

審判名 副　　審

選手名 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ
ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ ﾌｧｳﾙ 選手名 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ

ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ ﾌｧｳﾙ

山田　真帆（C) 4 0 伊藤　彩 4 0

松山　綾子 5 - 中村　純子 5 19 1 7 2 2

齋藤　ひかり 6 7 1 2 2 持田　さやか 6 0 1

二宮　瀬莉奈 7 - 岸本　悠花 7 3 1

八木　柚香 8 20 2 6 2 山野　聡子 8 2 2 1

畝本　奈穂 9 10 2 2 2 神門　美紀 9 4 1 1

時任　由依 10 20 1 8 1 下邊　美穂 10 0 1

新垣　楓 11 - 森山　育美 11 -

前田　奈々 12 8 4 山本　真紀 12 -

中島　麻紗子 13 17 5 1 3 秦　あかね 13 17 8 1 3

岩本　はる菜 14 - 坂元　佳世 15 4 2

山崎　瑛奈 15 2 1 1 岩田　佳子 18 4 2

宮川　瞳 16 19 9 1 3

須川　奈保子 17 9 4 1 1

筒井　悠月 18 -

112 11 37 5 12 53 3 19 6 8

戦　　評

決勝記録戦評用紙

第41回中国総合バスケットボール選手権
　　　（兼）全日本総合バスケットボール選手権大会中国地区予選会

女子 決勝2014年11月9日

１Ｑ　両者ともにマンツーマンでスタート。ＩＰＵは＃８のターンシュートで先制。クリスタルも＃１１のゴール下で返すがＩＰＵは＃８

の３Ｐ＃１１のゴール下、＃１０の速攻と立て続けに得点を重ね、９－２と主導権を奪ったところでクリスタルは残り５分４５秒で

Ｔ．Ｏ．をとり、その後＃５がミドルを決めた所でＤＦの当たりを強め＃１３のミドルや＃５もドライブやＪＳを決め１０－１１と１点差

に詰め寄るが、ＩＰＵは＃１０がゴール下、＃１２のドライブ、＃８のＪＳなどで得点を重ね２４－１６でＩＰＵがリードして終わる。

２Ｑ　ＩＰＵは＃１３の３Ｐや＃１２の速攻で引き離しにかかる。対するクリスタルも＃１３の連続ゴールからＤＦも当たりを強めるが

ＩＰＵは＃１０や＃８がＤＦの裏を突き、＃１５のターンシュートなどで得点を重ねる。クリスタルは＃１３の連続ゴールや＃５の３Ｐ

などで得点を重ねるがＩＰＵも＃１３の３Ｐやミドル、＃６のドライブなどで対抗しあとは一進一退の攻防となり５２－３３でＩＰＵが

リードして終わる。

３Ｑ　ＩＰＵは開始早々シュートチェックから速攻を次々と出し＃１０や＃１５の速攻、ドライブ＃８の３Ｐなどで次々と加点してい

く。一方クリスタルは＃１３を起点としてＯＦを組み立て、＃１３のバスカン、ＦＴも沈めた所で再び当たりを強めるもののＩＰＵは落

ち着いてボールを運び＃１６がミドルやバスカンを決め、＃１０や＃１３も３Ｐを決めるなどしてリードを広げ８１－４４とする。

４Ｑ　ＩＰＵは＃６や＃９の連続３Ｐや＃１８、＃１７もゴール下を支配し点差を広げようとする。対するクリスタルは＃５が体勢を

崩しながらドライブを決めるがＩＰＵは＃１８や＃１７がゴール下を頑張り９７－４６としたところでクリスタルＴ．Ｏ．をとる。ＩＰＵはＤ

Ｆを３－２ゾーンにし＃１３のミドルや３Ｐなどでさらに得点を加え、クリスタルは＃７や＃９の３Ｐが散発的に入るのみで点差はさ

らに広がり１１２－５７でＩＰＵが２年ぶり６回目の優勝を飾った。

笠岡総合体育館

○　　　環太平洋大学
（岡山県） 112 53

クリスタルBBC　　　●
（島根県）

主　　審　 望月　公平 皆川　義紀
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